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のに，こX天象館内は爽快な冷房によって，演出中の雰園氣は仲秋の候の星夜
を想はし，プラネタリウムの銀河の眺めは叉一入の電話感を誘ふ・毎回，プラ
ネタリウム演出と文化映垂が約1時聞に渉り行はれてるるが，夜泊19時牛より
は21時まで特別の長時聞演出も行はれる．そして第1回（朝9時牛）と第6回（夕
18時）とは目下不定期開演となってみる．毎日來二者は二百名と云ふ賑ひ！1
　団屡々珍客を迎へるプラネタリウムは．7月末に來朝中の米國大學生團40飴名
を観迎し，「東洋の天文學」の題下に特別解読（英語）が行はれて，我邦の天文界
を紹介し，叉，去る日には，白衣の勇士を多数迎へて，星室の下に樂しげな慰
問が行はれた・倫去る7月15日夜，高城氏により，「プラネタリウム」について・
と題し，」OBKより，一i般常識としての天象儀に關する講演三三が行はれた．
　躇やがて，東京にもプラネタリウムが設置されると云ふので，ツア6ス肚か
ら，ランゲ技術師が再び來朝し，大阪の1ヶ年聞の経過を黒占槍して行った．
　窃過日より，解説陣容の二化を計って，新しく2名が入館し，目下毎日練習
やら研究に熱心な努力を見せてみるが，何れ近日爾君の新鮮な聲が，一・般にお
見えするであらう．開館二二解説に好評を博した原ロ氏が，プラネタリウムで
研究した二丈知識を，1冊の書にして出題することになってみる．
　K2　S月話題・一月，月の蓮動（月の蓮動はプラネタリウム猫特の纒し藝？）
　　9月話題……季節の説明，太陽の黒駐
（暗夜には露皇で，10糎屈折機で月や金星木星其他の観望が公開されてるる）
　　　　　　　　　　　隅石のナマグサイ臭ひ
　「天界」6月號三石に關する記事中，拾得者がナマグザイ臭に悩まされたとの
ことですが，それは，三石が室氣との摩擦により爆獲しつx落下し，03の生
ぜるためから，オゾン臭に拶まされたのではないかと老へます．之は全く素人
　考へですが，御参此迄にお知らせします・　　松本高校重野四郎
　編輯後記　初めくの事こて，色々ミ不備の鮎が多かつすこご御詑ぴ致します．其上，新城
先生や小由さんの御逝去等，全く豫想外の事件に，編輯しながら感慨無鑑のものがありま
しfこ．今は未だ夏の盛り，大陸では聖戦が綾けられて居ます・銃後に在って皇軍の將士t：
感謝の意か表しまず，感あuJ，絶封の否定は一切た産み豪す・かくて世99　lt存在すろ・存
；在は法を生じ，法に智な生する．さすれば，生命の獣びがあみ　　　（木　邊）
